






























































v迎 。 」 （ 繍 一 叫 ん ば 鞘 綿 一 ） 「 主 殴 先 進 発 一
一火 炉 一
o」 （ 問 視 一 河 川 一 首 ） 「 燈
泊 。 一 一 説 明 央 炉 火 。 同 一 一 酬 伸 一 訪 問 「 開 店 閥 均 一 哨 之 」 （ 刊 誌 … … ） 「 即 用 コ 銀 鎗平 一
俊 一 一 屠 蘇 酒
一 。 時 制 一 万 円 。 主 」 （ 剛
一 裕 一 一 冗
） 「 燦 一 一 個 酒 一 料 炭 日 一 斗
o
申 一


















和政権百属の部民組織に端を発している。殿部という名称は記紀に見当らないけれども、この点平野邦雄民が「令制の如きトモ即ち殿部、門部、水部などに編成されるのは大化後であろ 。．『某部』のトモの組織化は新らしく、．ロマ構成する負名氏やその職挙、及び官司の発生自体は一層古い」と指摘されたように日置氏の職掌を火置と仮定したこと 当然問氏の大化前代における存在形態の考察を必要とする。以下目置氏の職掌をめぐっで同民の大化前代における存在形態について 試論を述べてみたい日置氏の考察にあたって、まず「日置」の訓が問題 な 。日
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ν F Q u
』
たって所説粉々である。栗田寛博士は「宵置 事を掌る部々」されているが、戸置とは何をい のか理解しが い。次に日置が地名にみえるので地名に由来する部と見倣 た見解 は、飯田武動佐伯有義博士の手－挙げること できる。しかし上述の諸説に対して明らかに職業部とみている一歩進んだ見 は、民俗学の立場から提起
。まず
日置部の職掌を直接問題とされた
ものに、中山太郎氏の「日置部異考」（恥同一位誠一騨） あ 。中山氏は日置部を火にまつわる宗教的な職業部とされ、出雲国造の神火相続にみるように火を作る際それと荘厳を保つために繁雑な操作にもかかわらずとウチ石を使 たり
L
て行われていた。やがて











というものを持っ ゐられた」 どとされ これと関連 抗もの
（ 日 ）













v政 之 所 。 故 一 豆 一 日 置 郷 一 。 ）
とあり、かかる伝承をもっ日置郷は日置氏の本買ともみられ、古くから出雲と日置民とは関伺があったといえよう。また土師紙吻本貫は出雲であるが 氏と士師氏と 同族とみえることも如上の註左 なる。
出雲が古くから大和に対抗しうる有力な政治・文化圏を形詑

















剣 一 謂 一 一 川 上 部 一
o
亦 名 目 一 一 裸 伴 一 。 … 町 駅 脚 一 配 布 母 コ 戯 一 一 千 石 上 神
宮一也。是後 一 五十理敷命一。停
ν主 一 一 石 上 神 宮 之 神 宝 一 。














































































































































































































首置 // 置巨 姓










正 正 従七 位八 五 ／ー＼ 
位l' . 位下 下位 位上 階
。
12 慶元コ百 1 フ元慶じ 1 貞観9 閏3貞観
出






























































































































































＝ コ 問 一 ）
（出）井上光貞氏『部氏史論』










」 （ 『 出














































二 ハ 頁 ）
（印）延喜式。隼人司。大儀条・大嘗条・駕行条。（日）『日本経済史辞典下巻』一四八四頁「日置田」の項（臼）横山由清氏『日本田制史』四九頁。（日）吉田博士前掲書二巻。一
O
五一頁参照。
（臼）『律令時代の農民生活』一
O
主 頁 。
（日）類来三代格。廃置諸司事
。寛
平八年九月七日太政官符
。
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